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【Ver4.1.0 会員一覧-画面の構成】 

 

                          画面上部：抽出条件設定 

                          画面下部：会員一覧表示 

 

 

 

【Ver4.0.0 会員一覧-画面の構成】 

 

                             画面左側：抽出条件設定 

                             画面右側：会員一覧表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《会員一覧/画面構成の変更》 

会員一覧の画面構成が変更されます。Ver4.0.0では画面左側に抽出条件設定、右側に会員一覧が表示されますが、Ver4.1.0 では上部に抽出条件設定、 

下部に会員一覧が表示されて抽出条件設定は初期状態では非表示です。なお、初期表示で『配信中』のみ抽出して一覧表示する仕様は変わりません。 
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【Ver4.1.0 会員一覧-抽出条件設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 『状態』による抽出 

  「配信停止」と「エラー停止」を抽出、のように複数の状態を抽出条件にすることができるようになります。 
 

③ 『送信エラー』の有無による抽出機能の追加 

  配信で送信エラーが発生すると、送信エラーを重大度別にカウントして一定回数に届いたときに「エラー 

  停止」に更新されます。（※正常に配信されるとそれまでのエラーカウントはクリアされます） 

  「配信中」で「送信エラーあり」を抽出すると、配信対象でもメールが届かなかった会員を確認できます。 

【Ver4.0.0 会員一覧-抽出条件設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 一覧に表示する項目の選択 

  会員一覧に表示する項目を任意に選択できるのは１項目 

  だけで、抽出条件設定と同じ画面で操作します。 

  Ver4.1.0では全項目を対象に表示項目を選択できるため 

  表示項目設定の画面は抽出条件設定とは区別されます。 
 

② 『状態』による抽出 

  プルダウンによる選択のため状態選択は１つしかできま 

  せんでした。Ver4.1.0では複数選択が可能になります。 

《会員一覧/抽出条件設定の機能追加》 

Ver4.1.0では会員一覧に表示する抽出条件の設定で機能が追加されます。今まで確認できなかった「送信エラー」で配信が届いていない会員を調べる 

ことができるようになります。 

① 

② 
② 

③ 
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3 《会員一覧/一覧表示方法の変更》 

会員一覧の表示方法が改善されます。前回改版時に先行して改善した『開封確認結果一覧』と同様の仕様になります。 

【Ver4.1.0 会員一覧-表示項目設定】 

【Ver4.0.0 会員一覧-表示項目設定】 

① 標準の会員一覧表示件数 

    は1画面に10件固定です。 

    [次の10件],[前の10件]で 

    画面遷移して参照します。 

② 会員一覧の全表示やダウンロードする場合は [印刷・ダウンロード] 機能 

    を使用します。 

    ただし、処理件数の上限は3,000件のため、上限を超える場合は抽出条件 

    で絞り込む必要があります。 

③ 全表示やダウンロードの対象とする項目の選択と  

    並び順の設定が可能です。 

1画面の表示件数・表示項目と並

び順を設定することができます。 

1画面表示件数の設定値が大き

いと縦スクロール参照、小さいと

画面遷移参照が必要になります。 

状況に応じて、操作しやすい設定

で利用してください。 
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4 《配信登録・配信先個別抽出/表示方法の変更》 

配信条件『配信先個別抽出』機能の操作方法が改善されます。表示方法は会員一覧の仕様変更とほぼ同じです。 

【Ver4.1.0 配信登録-配信先個別抽出操作】 

【Ver4.0.0 配信登録-配信先個別抽出操作】 

Ver4.0.0 同様、指定した配信条件に該当する会員を一覧表示

します。一覧の表示方法は会員一覧と同じで1画面の表示件

数・表示項目と並び順を設定することができます。 

この会員選択画面に抽出条件設定の機能があるため、配信条

件指定の操作に戻らずに一覧表示の絞り込みをやり直すことが

できます。 

指定した配信条件に該当する会員を一覧表示します。この一覧で配信対象を個別に選択することで 

カテゴリ指定だけで抽出できない条件配信が可能になります。 

ただし、処理件数の上限は3,000件のため、上限を超える場合は配信条件指定をやり直して絞り込む 

必要があります。 

会員一覧の 

項目設定と共通 

会員一覧の 

項目設定と共通 
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【Ver4.1.0 開封確認-未開封再配信機能】 

 

                                                        開封確認メールを配信登録する際、確認ページ選択に加えて 

                                                        未開封再配信をするか否かを指定します。 

 
 

【Ver4.1.0 開封確認-未開封再配信設定】 

 改版時には未開封再配信の設定は規定値がセットされています。機能を使用する前に必ず設定を確認してください。 
 

                (規定値)                    (設定例) 

 

 

 

 

 

 

【Ver4.1.0 開封確認-未開封再配信中止】 

5 《開封確認/未開封再配信の追加》 

開封確認機能利用時、未開封の会員に対して自動的に再配信する機能が追加されました。 

【Ver4.0.0 開封確認】 

 

                                                        開封確認メールを配信登録する際、 

                                                        必要な操作は確認ページの選択だけです。 

『再配信初期値』をチェックすると、配信登録時の初期表示が 

「チェックあり」になります。 
 
規定値から設定例のように変更すると、配信時刻から10分, 

20分,30分経過した時点で未開封の会員に自動的に再配信 

されます。 

④ 

③ ⑤ 

③ 再配信予定の確認 

  開封一覧の「未開封再配信予定」で再配信の状況を確認できます。 

④ 再配信結果の確認 

  再配信されると該当会員の送信回数が加算され、再送日時が表示されます。 

⑤ 再配信の取消 

  再配信が不要になった場合は中止を選択してください。 
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《ログインID/権限の変更》 

利用開始時に弊社から提供するログインID(代表管理者)は全ての操作権限がありますが、代表管理者が作成するログインID(一般管理者・担当者)には 

操作の制限があります。Ver4.1.0 では操作制限の項目に追加と変更があります。 
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【Ver4.1.0 ログインID-操作権限設定】 

 

 

 

 

 

 

 Ver4.1.0から、ログインID作成時に開封 

 確認結果ダウンロードの操作権限を与 

 えるか否かを設定できるようになります。 

 

 ※既存ログインIDは全て、開封確認結果 

    ダウンロード機能が利用できる状態で 

    移行します。 

    必要に応じて、ダウンロード操作権限 

    を変更してください。 

 

【Ver4.0.0 ログインID-操作権限設定】 

 

 

 

 

 

 

 Ver4.0.0までの開封確認 

 結果ダウンロード機能は 

 ログインID権限と無関係 

 で、全てのログイン者が 

 操作できました。 

 ログインID登録に、この 

 操作を制限する項目は 

 ありません。 

【Ver4.0.0 ログインID-HELP操作】 

 ヘルプメニュー表示はログインIDの 

 操作権限に無関係で、全てのログ 

 イン者が同じヘルプメニューを参照 

 できました。 

《全ログインIDで同じメニュー表示》 

 

 

 

【Ver4.1.0 ログインID-HELP操作】 

 契約関連書類をダウンロードできる 

 メニューは代表管理者でログインし 

 た場合のみ表示されます。 

 

《代表管理者でログインしたとき》 

 

 

 

 

《代表管理者以外でログインしたとき》 

 

「利用する」設定のとき 

・ダウンロードボタン表示 

・ダウンロード項目設定あり 

「利用しない」設定のとき 

・ダウンロードボタン非表示 

・ダウンロード項目設定なし 
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《追加管理ID機能利用時/通常IDの開封確認ページ操作》 7 

【Ver4.1.0 追加管理ID機能利用時-通常IDの開封確認ページ操作】 

 

               追加管理ID機能利用時に、通常IDでログインした場合、全ての開封 

               確認ページが一覧表示される仕様はVer4.0.0と同様です｡ 

               配信登録時のページ選択リストに表示するか否かを選択できる機能 

               が追加されます。また、より管理しやすいように一覧表示項目に登録 

               者(ページ作成時のログイン者名)を追加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配信登録時の開封確認ページ選択のリストには、 

 開封確認ページ一覧で「表示する」設定にしたページ 

 のみ表示されます。 

【Ver4.0.0 追加管理ID機能利用時-通常IDの開封確認ページ操作】 

 

               追加管理ID機能利用時に、通常IDでログインした 

               場合、全ての開封確認ページが一覧表示され、 

               修正・削除が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配信登録時の開封確認ページ選択 

 操作でも、全ての開封確認ページが 

 リストに表示されます。 

追加管理ID機能利用時、今までの機能では制限がないID(通常ID)・制限があるID(追加管理ID)のいずれでログインしても操作できる開封確認 

ページは共通でした。使用しない開封確認ページも全て表示されると配信時の選択操作が煩雑になるため、対象ページを限定する機能を追加しました。 
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【Ver4.1.0 追加管理IDの開封確認ページ操作】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 追加管理ID機能でログイン 

 した場合、初期表示では 

 同じカテゴリ制限で作成 

 した開封確認ページのみ 

 表示されます。 

 全表示に切替も可能です。 

 ただし、同じカテゴリ制限 

 で作成したページ以外は 

 修正・削除ができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配信登録時の開封確認ページ選択のリストには、制限がないID、 

 および同じ制限のIDで作成したページが表示されます。 

 ※異なるカテゴリ制限のIDで作成したページは表示されません。 

《追加管理ID機能利用時/追加管理IDの開封確認ページ操作》 

追加管理ID機能利用時、今までの機能ではカテゴリ制限がないID(通常ID)・制限があるID(追加管理ID)のいずれでログインしても操作できる開封確認 

ページは共通でした。カテゴリ制限のパタンが複数ある場合、他の制限下で作成されたページは操作対象外となる機能を追加しました。 
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【Ver4.0.0 追加管理IDの開封確認ページ操作】 

 

               追加管理IDでログインした場合、全ての 

               開封確認ページが一覧表示され、修正・ 

                             削除が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 配信登録時の開封確認ページ選択 

 操作でも、全ての開封確認ページが 

 リストに表示されます。 
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《追加管理ID機能利用時/会員集計表示内容の変更》 9 

追加管理IDでログインした場合、当該ログイン制限内での会員集計結果が表示できるように変更されます。 

【Ver4.1.0 追加管理ID機能利用時-追加管理IDでログインした場合の会員集計】 

 初期表示では、ログインしたIDに権限があるカテゴリの会員のみ対象とした 

 集計結果が表示されますが、全ての会員対象の集計に切替が可能です。 

 なお追加管理IDでログインした場合は、会員数推移を参照することはできません。 

  

【Ver4.0.0 会員集計】 

 追加管理ID機能利用の有無、ログインIDのカテゴリ制限の有無とは無関係に、 

 会員集計は全ての会員が集計対象となります。 

【Ver4.1.0 追加管理ID機能利用時-通常IDでログインした場合の会員集計】 

 追加管理ID機能を利用しない場合と同様に、全ての会員が集計対象となります。 

 

  

※会員数推移を参照 

   する機能は非表示 

※会員数推移を参照 

   する機能は非表示 
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【Ver4.0.0 追加管理ID機能利用時ログイン履歴-通常IDでログイン】 

 初期表示ではログイン者の 

 履歴のみ抽出して表示します。 

 ただし他のログイン者抽出、 

 および全履歴の表示に切替が 

 可能です。 

 

 

【Ver4.0.0 追加管理ID機能利用時ログイン履歴--追加管理IDでログイン】 

 通常IDでログインした場合と 

 同様です。 

 

 

 

 

 

【共通】 

 ※ログインIDが担当者権限の場合はログイン者以外の履歴は表示されません。 

《追加管理ID機能利用時/ログイン履歴表示内容の変更》 10 

【Ver4.1.0 追加管理ID機能利用時ログイン履歴-通常IDでログイン】 

 仕様変更はありません。Ver4.0.0と同様です。 

 

【Ver4.1.0 追加管理ID機能利用時ログイン履歴-追加管理IDでログイン】 

 初期表示ではログイン者の 

 履歴のみ抽出して表示します。 

 抽出条件切替は、Ver4.0.0と 

 異なり、同じカテゴリ制限の 

 ログイン者のみ対象となります。 

 

 

【共通】 

 ※同じカテゴリ制限のログインID登録が１件のみの場合はログイン者選択のリストは表示されません。 

 ※ログインIDが担当者権限の場合はログイン者以外の履歴は表示されません。 
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